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年も変わったので、昨年に私の周囲で発表された論文数を検索してみた。する

と、福島県浜通り（相馬市・南相馬市・いわき市など）で勤務する医師が、福

島第一原発事故に関連して発表した論文数は 2017 年だけで 31 篇あった。年次

推移をみると、2012 年の 5 篇から始まり、2016 年には 28 篇と順調な右上がり

を遂げている。（図１） 

 

 

 

これを生み出しているのが、毎週行われる勉強会だ。月曜の夜、相馬市にある

相馬中央病院に浜通りの医師が集まる。齋藤宏明医師は仙台から、園田友紀看

護師はいわき市から、車を飛ばしてやってくる。文字通り福島県浜通りに散ら

ばった医療者たちが集結する。その勉強会は、震災直後から浜通りの内部被曝

調査を継続している坪倉正治医師の名前をとりツボクラ勉強会と呼ばれている。 
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